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講演会『日本古典故事（日本の昔話）』の報告と雑感
山　下　　　剛
題目：日本古典故事（日本の昔話）
日時：2011年６月７日（火）18 :00〜20 :00
場所：上海新世界外国語進修学院閔行分校　教学楼302教室
講師：雲走くもそう­範子（昔話の語り）、山下剛（唱歌の歌唱指導）
聴衆：約100名（教員を含む）
演目：１．屁ったれ嫁さん（山形県村山地方に伝わる昔話）
２．花さき山（斎藤隆介氏による創作昔話）
３．しゃぼん玉（詞：野口雨情、曲：中山晋平による唱歌）
４．浦島太郎（中国の神仙思想の影響が覗える日本の代表的な昔話）
１．はじめに
この講演は、本来３月22日（火）に予定されていたが、３月 11日の東
日本大震災によって無期延期されていたものである。震災直後のドキュメ
ントとしての意義もあると思われるので、６月７日（火）の講演実現に漕
ぎつけた経緯をはじめに述べておきたい。
当初、私たちは３月20日に仙台空港から出国を予定していたが、同空港
が巨大地震とそれに伴う大津波のせいで使用不能となったため、一旦は渡
航を断念せざるを得なくなった。ところが、ほどなく成田＝上海往復のエ
アチケットが調達できたので、東北自動車道の再開を受けて、３月28日に
私だけが成田空港から上海に向けて飛立つこととなった。３月22日に予定
していた講演はもちろん直前にキャンセルせざるを得なかったため、先方
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へその事情を説明し日程を再調整することが、この渡航の大きな目的であ
った。
そもそもこの講演会は私からの無償の持ち込み企画であった。先方の窓
口には上海新世界外国語進修学院の教学副院長である徐亮先生があたり、
上海在住の斎藤晴彦氏に先方との仲介の労を取っていただいていた。斎藤
氏は「李蘭琴著『湯若望伝　ドイツ人イエズス会宣教師アーダム・シャル
の生涯（1592− 1666）』序文〜第三章」（本学「一般教育関係論集」第14
号所収）の共訳者であり、2011年３月の時点では、上海の復旦大学の博士
課程に在籍し中国文学を研究しながら、上海新世界外国語進修学院で日本
語の非常勤講師をつとめていた。その縁で、この講演会の話がとんとん拍
子に進んでいたのである。斎藤氏の話によると、格下の外国語学校の場合
と異なり、中国の大学で同様の企画を実現しようとすると、政治的思想信
条に関して大学当局との間でかなり長期で煩雑なやり取りが必要となると
のことであった。
３月末の時点で、私は本務校の仕事が一段落する12月末の日程を再提案
したが、先方の意向は、現在の在校生を対象に６月頃までに行いたいとい
うものであった。中国では９月が新学期の始まりであり、７月になると終
業式や全国統一大学入試の準備などで生徒たちが慌ただしくなるから、と
いうのがその理由であった。そこで帰国後、本務校の行事や講義日程その
他諸々を勘案した結果、講演会は震災からほぼ３カ月後の６月７日となっ
た次第である。
２．３月末時点の上海事情
ここで2011年３月末時点での上海事情を少し述べておこう。現地中国人
の対日感情は、後日改めて講演を行う私たちにとっても重大な関心事であ
ったからである。
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上海に到着するまでは、前年の９月７日に起きた尖閣諸島における中国
漁船衝突事件の影響が懸念されたが、結論から言えば、日本人観光客が激
減していたこともあってか、上海で反日的な動きに遭遇することはなかっ
た。事件直後は、悪化した日中関係がもとで上海万博から日本人観光客の
姿が消えてしまった。その後ほとぼりが冷め、日本人観光客が徐々に戻り
つつあった矢先に、今回の東日本大震災が起こったのである。一部の人た
ちからの見聞を一般化するのは危険だが、宿を提供してくれた現地の上海
人一家によると、９月に起きた抗日デモに関するマスコミ報道は、事実を
正しく伝えていないという。国際都市である上海は、歴史的に見ても、海
外の文化に対して開放的であり、生粋の上海人の間には反日感情はそもそ
も少ないのだとのことであった。デモをしている者たちの多くは待遇に不
満を募らせた貧しい地方出身者であって、彼らが行う「抗日デモ」は、抗
日に名を借りた「反政府デモ」の意味合いが強いというのである。その意
味では、むしろ前年末にチュニジアから始まった「ジャスミン革命」の広
範な影響の方が深刻だとのことであった。これは、アラブ諸国における長
期独裁政権が民主化を求める民衆によって次々に打倒されるという動きで
あり、共産党の一党独裁を続ける中国政府にとっては何としても自国への
飛び火を食い止めなければならないものであった。中国でもフェイスブッ
クやツイッターによる呼びかけに応じた若者たちを中心に、２月20日に各
地で大規模集会が予定されたが、政府当局は言論統制を強め武力による弾
圧も始めたため、大規模なデモに発展することはなかった。私が上海を訪
れた３月末には、「ジャスミン革命」の表立った影響は感じられなかった
が、拝金主義に陥った社会や極端な貧富の差に対して有効な対策を打てず
にいる、中央政府に対する積年の恨みや不信を耳にすることも少なくなか
った。一般人民の抑圧された不満は行き場を失って、社会に深く潜行して
いるように思われたのである。
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東日本大震災の被害がテレビで連日報道されていたことも、反日感情を
和らげるはたらきをしていたように思う。中国は 2008年５月 12日に死
者・行方不明者が９万人に迫る四川大地震を経験しており、今回の大災害
に心からの同情を寄せる人たちも少なくなかった。日本における報道でも
伝えられていたが、大惨事に際しても冷静沈着に、秩序を保って行動する
日本人の姿は、中国でも驚きと敬意をもって受け止められていた。
３．６月の講演会の報告
私はドイツ文学を専門とする者だが、ロマン派のメールヒェン研究を通
して日本の口承文芸にも関心を抱いていた。また、中国人留学生に日本語
を教えた経験もあり、いつか中国で日本語や日本の文化を教えてみたいと
いう思いもあった。それが今回、私と同病の視覚障害者である雲走範子氏
の協力を得て、このような形で実現する運びとなったのである。ここで、
雲走氏のプロフィールを紹介しておこう。
雲走範子氏は山形保育専門学校（現・羽陽短期大学）を卒業後、東京都
と宮城県で保育士の仕事に携わっていたが、30歳のとき進行性の視覚障害
と診断される。42、3歳の頃からパンの花の製作を始め、その後昔話の語
りを始めて、10年ほどになる。2002年には仙台で演劇『サウンドウォーク
オペラ芭蕉』に視覚障害者役で出演し、その演技は高く評価された。現在
は主にボランティアとして宮城県南部を中心に、小学校、老人施設、障害
者団体等で語りの活動やパンの花作りの指導を行っている。
講演会の企画と歌唱指導には私があたり、ガイドヘルパーを伴って上海
入りした雲走範子氏には昔話の語りと近況報告をしていただいた。そして、
昔話以外の原稿は私と雲走氏の合議の上で作成した。
新世界外国語進修学院は中国最大規模の外国語専門学校であり、上海以
外にも数多くの学校や分校を展開している。会場となった閔行分校は主に
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日本語を教える分校で、他に英語、韓国語のクラスもある。全寮制で生徒
の大半は地方出身者である。全部で10ある日本語クラスのうち、日本語専
修コースが６、その上の日本語専攻科コースが１、日本留学・日系企業就
職の予備コースが３である。生徒たちには事前に原稿を配布し、予習の上
で講演を聴いていただいた。中国では外国語の習得は、高収入の職業を獲
得し貧困から脱出するという実利と直結しているためか、生徒たちの受講
態度は目を見張るほど積極的で熱心なものであった。
最初に取り上げた『屁ったれ嫁さん』は山形県村山地方に伝わる民話で、
本来は方言で語られるものだが、今回は日本語を学習している中国人が聴
衆であるため、かなり標準語（共通語）化して語ってもらった。話の内容
はこうだ。
とてつもないオナラのために離縁された嫁が、里帰りの途中、樹上高く
たわわに稔った山梨の実をオナラの力で落とし、行き倒れになっていた行
商人の命を救った。するとそれが大評判となり、嫁は嫁ぎ先に呼び戻され
る。その後、嫁はオナラの力で次々に人助けをすることによって莫大な財
を成し、一家は幸せに暮らすようになった。
この話は擬音語や擬態語をふんだんに取り込んでおり、極端な放屁の描
写が日本では大爆笑を呼び起こすのだが、これが中国ではどのように受け
止められるか興味があった。ところが、期待に反して、生徒たちは神妙に
傾聴している様子であった。放屁の話題にどう反応してよいか戸惑いがあ
ったのか。あるいは中国人のユーモア感覚が日本人とは異なっているのか。
そもそも擬音語・擬態語が多くない中国語を母語とする人たちには、これ
らのニュアンスが十分に伝わらなかったのか。これらは異文化理解のあり
方を考える上で面白いテーマになり得ると思われた。
２番目に取り上げた『花さき山』は斎藤隆介氏の創作昔話で、秋田県が
舞台となっている。これは、自己犠牲からある行為がなされると、それが
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美しい花となって山に咲き出るという内容で、人を思いやる気持ちの尊さ、
美しさがしみじみと伝わってくる話である。経済成長最優先に見える中国
の、しかもその中心である上海で、この話がどのように受け止められたか、
いささか気になるところである。
次に、私が初夏にふさわしい唱歌として、野口雨情作詞・中山晋平作曲
の『しゃぼん玉』を歌唱指導した。生徒たちは私の指示に従って、大きな
声で熱心に発音練習し、歌ってくれた。日本の学生たちからは年を追うご
とに失われつつある、若者の純朴さ、ひたむきさに触れた思いがした。こ
れが右肩上がりの経済成長を続ける、現在の中国の勢いというものであろ
うか。「生まれてすぐにこわれて消え」るしゃぼん玉には、幼くして逝っ
た子どもたちへの鎮魂の思いが込められているとも言われ、大震災を経験
した私はこの歌に漂う一抹の寂しさに胸を締め付けられる思いがするが、
屈託なく明るく元気に歌う生徒たちの顔を見ていると、この歌が本来持っ
ている清々しさを改めて感じることができた気がする。
最後に、日本人なら誰もが知っていて、しかも中国の神仙思想の影響が
窺える『浦島太郎』を紹介した。日本文化の形成には中国文化の影響がい
かに大きいか、感じ取ってもらえたかと思う。私たちはこの話に日中友好
のメッセージを込めたつもりである。
４．おわりに
生徒たちは10代後半から20代が中心で、日本語のレヴェルはまちまち
であった。同校では、日本人教師不足のため、生の日本語に触れる機会が
限られ、会話練習や発音練習が十分とは言えないとのことであった。その
ため、日本語のネイティヴ・スピーカーである私たちは、きわめて好意的
に受け入れられたように思う。
雲走氏には昔話の語りの合間に、東日本大震災の体験や、視覚障害者と
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しての普段の生活の様子、それから「語り」や「パンの花作り」の活動に
対する思いなどを話していただいた。生徒たちと直接言葉を交わし感想を
聴く時間はなかったが、マスコミ報道からは知ることのできない、日本人
の生の生活実感を伝えることができた意義は決して小さくないと思う。
現地の先生方は、生徒たちの注意力が散漫にならないように工夫をして
いた。例えば、賞品を用意し、昔話の最中に内容に関するクイズを出題し
て生徒の発言を促していたが、私たちはその都度話の腰を折られ、少々や
りづらい思いをした。このやり方は事前の話し合いなしに現場でいきなり
提案され、受け入れざるを得なかったものである。だが、良くも悪しくも、
これが現場重視の中国のやり方なのであろう。
いずれにせよ、日本語能力が一様でない生徒を相手に、どのような話題
を取り上げ、どのような語り口で話すのが良いのか、反省すべき点も少な
くなかった。また、東日本大震災という未曾有の大災害の後に今回の講演
を果たせたことは、昔話や唱歌の送り手である私たちにとっても、講演の
中身を吟味したり、取り上げた演目に多様な解釈の可能性を見出したりす
る良い機会となった。
最後に、講演会実現に際してお世話になった関係各位に心からの感謝を
捧げたい。
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